
.
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第十六回金木町総合体育大会 

秋空の下 

それっいけ～ さわやかな顔と顔 最後まで負けないぞ 

へ
 

さ
わ
や
か
な
汗
 

第
十
六
回
金
木
町
総
合
体
育
大

会
が
十
月
十
日
、
金
木
中
学
校
を

主
会
場
に
三
ケ
所
に
分
散
し
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
 

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
 

家
族
や
友
達
の
応
援
す
る
中
参
加

選
手
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
 

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
。
 

陸
上
の
部
 

男
子
 

小
学
校
四
年
一
〇
〇
M
 

優
 
勝
 
吉
崎
 
傑

（
嘉
瀬
）
 

小
学
校
五
年
一
〇
〇
M
 

優
 
勝
 
工
藤
浩

一
 （
金
木
）
 

小
学
校
六
年
一
〇
〇
M
 

優
 
勝
 
藤
元
誠
寿
美
（
喜良
市
）
 

小
学
校
共
通
二
〇
〇
M
 

優
 
勝
 
工
藤
智
弘

（
喜
良
市
）
 

小
学
校
共
通
一
，
五
〇
〇
M
 

優
 
勝
 
前
田
清
人

（
金
木
）
 

小
学
校
共
通
走
幅
跳
 

優
 
勝
 
田
中
孝
憲

（
金
木
）
 

小
学
校
共
通
ボ
ー
ル
投
げ
 

優
 
勝
 
岡
田
諭
知
（
喜
良
市
）
 

学
校
別
四
〇
〇
R
 

優
 
勝
 
喜
良
市
小
学
校
A
 
 

中
学
校
一
年
一
〇
〇
M
 

優
 
勝
 
米
谷
周
平
（
金
木
南
）
 

中
学
校
二
年

一
〇
〇
M
 

優
 
勝
 
津
島
 
勲
（
金
木
）
 

中
学
校
三
年

一
〇
〇
M
 

優
 
勝
 
泉
谷
明
緩

（
金木
）
 

中
学
校
共
通

一
，
五
〇
〇
M
 

優
 
勝
 
三
上
敦
之

（
金木
）
 

中
学
校
共
通
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
R
 

優
 
勝
 
金
木
中
学
校
A
 

女
子
 

小
学
校
四
年

一
〇
〇
M
 

優
 
勝
 
大
橋
潔
枝
（
喜
良
市
）
 

小
学
校
五
年
一
〇
〇
M
 

優
 
勝
 
今
夢
香
利

（
喜良
市
）
 

小
学
校
六
年
一
〇
〇
M
 

優
 
勝
 
木
村
陽
子
（
嘉
瀬
）
 

小
学
校
共
通
二
〇
〇
M
 

優
 
勝
 
外
崎
司
佑
子

（
金
木
）
 

小
学
校
共
通
八
〇
〇
M
 

優
 
勝
 
徳
田
真
澄

（
金木
）
 

小
学
校
共
通
走
幅
跳
 

優
 
勝
 
山
中
菜
津
美

（
金
木
）
 

小
学
校
共
通
ボ
ー
ル
投
げ
 

優
 
勝
 
泉
谷
 
佑
（
川
倉
）
 

学
校
別
四
〇
〇
R
 

優
 
勝
 
嘉
瀬
小
学
校
A
 

中
学
校
二
年
一
〇
〇
M
 

優
 
勝
 
角
田
 
忍

（
金木
）
 

中
学
校
三
年
一
〇
〇
M
 

優
 
勝
 
中
谷
亜
有
美

（
金
木
）
 
 中

学
校
共
通
八
〇
〇
M
 

優
 
勝
 
西
沢
祥
美

（
金
木
）
 

中
学
校
共
通
四
〇
〇
M
 

優
 
勝
 
金
木
A
 

P
T
A
四
〇
〇
R

（
男
）
 

優
 
勝
 
喜
良
市
 

P
T
A
四
〇
〇
R

（
女
）
 

優
 
勝
 
嘉
瀬
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
 

優
 
勝
 
セ
リ
カ
ー
ズ
 

卓
球
の
部
 

小
学
校
四
年
男
子
 

優
 
勝
 
倉
橋
潤
一
 
（
金
木）
 

小
学
校
四
年
女
子
 

優
 
勝
 
成
田
顕
恵

（
嘉
瀬
）
 

小
学
校
五
年
男
子
 

優
 
勝
 
伊
藤
和
公

（
金
木
）
 

小
学
校
五
年
女
子
 

優
 
勝
 
鎌
田
都
葉
姫

（
嘉
瀬
）
 

小
学
校
六
年
男
子
 

優
 
勝
 
吉
田

一
生
（
金木
）
 

小
学
校
六
年
女
子
 

優
 
勝
 
鳴
海
有
香

（
嘉
瀬
）
 

中
学
校
男
子
 

優
 
勝
 
田
中
竜
之
介

（
金木
）
 

中
学
校
女
子
 

優
 
勝
 
長
尾
衣
純

（
金木
南
）
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
 

優
 
勝
 
喜
良
市
A
チ
ー
ム
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
 

優
 
勝
 
岩
見
町
チ
ー
ム
 



★ご結婚をご予定されている方は、お気軽に金木町中央公民館にご相談下さい。 

すべて事務局が手配いたします。(T E L53-3581) 

また、お二人のお名前と結婚記念日を刺しゆうした豪華桐箱入アルバムの記念品等々 

たくさんの特典があります。 

，か存ぎ公民館ブうイダル情報 

, HAPPY I予ノedding おめでとう 

この度めでたく 「かなぎ公民館ブライダル」 （企画・進行一事務局 「金木町中央公民

館」）によりカップルとなられた若いおニ人をご紹介いたします。 

1994.10.16 

新郎白川博孝さん（金 木） 

新婦坂本和歌子さん（森田村） 

・IH1111111川川I 広報かなぎ ⑧ 

し
い
た
け
栽
培
体
験
学
習
 

喜
良
市
小
学
校

（
校
長廿
坂
本

幸
隆
）
で
は
、
五
・
六
年
生
四
十

七
人
が
春
に
植
え
た
し
い
た
け
の
 

ー
喜
良
市

小
学

校
ー
 

収
穫
を
行
い
ま
し
た
。
 

児
童
達
が
、
し
い
た
け
を
育
て

る
こ
と
で
自
然
を
愛
す
る
心
を
養

っ
て
欲
し
い
と
今
年
四
月
十

一
日

に
北
地
方
農
林
事
務
所
の
指
導
の

下
「
し
い
た
け
栽
培
体
験
学
習
」
 

と
し
て
植
菌
し
た
も
の
が
見
事
に

成
長
。
し
い
た
け
の
木
に
は
、
各

自
の
児
童
生
徒
の
名
前
が

マ
ジ
ッ

ク
で
書
か
れ
て
あ
り
、
大
き
く
実

っ
た
し
い
た
け
を
家
に
持
っ
て
帰

れ
る
と
あ
っ
て
 
「今
日
の
夜
の
お

味
噌
汁
に
入
れ
る
の
」
と
秋
の
収

穫
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

今日の晩御飯がとっても楽しみ 

も
ち

つ
き
大

会
 
ー
嘉

瀬
小
学
校
ー
 

嘉
瀬
小
学
校
（
校長
廿
片
田
興
）
 
で
は
、
十
月
十
二
日
五
・
六
年
生
 

J
 
九
＋
七
人
が
餅
つ
き
を
体
験
し
、
 

、
『
 
全校
生
徒
が
今
年
の
豊
作
を
祝
い

イ
 
ま
し
た
。
 

『
 

こ
の
日
、
嘉
瀬
農
協
か
ら
頂
い

て
 
た
も
ち
米
ニ
俵
の
う
ち
一
俵
二
斗

加
 
を
叫
三
台
で
つ
き
上
げ
ま
し
た
o
 

を
 

昨
年
の
凶
作
も
含
め
て
丸
二
年
 

功
 

の
皆
の
思
い
出
の
つ
ま
っ
た
格
別

の
 
c
J
'c
I一
、
L'
c
一
「c
 
,1才
『
 

身
 
に
お
い
し

い
お
餅
に
な
っ
た
こ
と
 

一
全
 
で
し
ょ
う
o
 



伊
藤

忠
吉

福
祉
基

金

交
付
 

東
京
都
八
王
子
市
で
公
認
会
計
 
き
今
年
も
十
月
十
八
日
、
特
別
養

士
と
し
て
会
計
事
務
所
を
開
設
し
 
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
し
の
園

（
園長

活
躍
し
て
い
る
伊
藤
忠
吉
さ
ん
（8
2
 
ー
中
谷
衛
）
に
十
万
円
と
大
東
ケ

歳
）
の
福
祉
基
金
が
去
年
に
つ
づ
 
丘
サ
ン
ト
ピ
ア
ホ

ー
ム
（
園
長

廿
 

／
・
 
花

田
昭
一
）
に
十
七
万
五
千
円
が
 

田中町長から中谷園長に基金交付 

田
中
町
長
か
ら
各
園
長
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
各
園
長
ら
は
、
大
変

感
激
し
て
お
り
「
大
切
に
使
わ
せ

て
頂
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
 

▼工藤 栄一 

あなたの善意 

ありがとうございました 

（敬称略） 
▼金木タラコの会 

ゴルフコンぺの参加費の一部 
10,000円 

1,500円 
▼金木高等学校 J RC同好会

文化祭で得た収益金の一部 
2,500円 

▼金木町活性化推進委員会 
「チャリティ・オールディー 
ズパーティ’94」 の」I又益金 

6,350円 
以上の方々が金木町社会福祉

協議会に 「社会福祉のために」 
と寄附して下さいました。 

趣旨に沿うよう大切に使わせ
て頂きます。有難うございまし
た。 

十
月
二
十
八
日
、
嘉
瀬
冷
水
の

今
喜
代
治
さ
ん

（
五
十八
歳
）
が

雄
の
 
「ポ
ニ
ー
」
を
町
に
寄
贈
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
 

動
物
好
き
と
い
う
今
さ
ん
は
、
 

二
か
月
前
に
北
海
道
で
ポ

ニ
ー
を

購
入
し
、
飼
育
し
て
き
ま
し
た
が
 

「個
人
で
楽
し
む
よ
り
町
の
皆
さ

ん
に
可
愛
が
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
 

良
い
の
で
は
」
 
と
、こ
の
度
町
に

寄
贈
し
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
ポ
ニ
ー
は
ま
だ
三
歳
で
、
 

人
間
で
六
ー
七
歳
と
ま
だ
子
供
と

い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
冬
の
期

間
動
物
園
広
場
で
調
教
す
る
そ
う

で
す
が
、
来
年
の
春
の
さ
く
ら
祭

に
は
調
教
の
成
果
を
発
揮
し
大
活

躍
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

ポニーを寄贈する今喜代治さん 

)
 

へ
 

n
く
ノli
、i
こ
％
‘
、

i
し
‘、il％く
i
う
、
ニ
ー
，
,
，
、
！
1』
《、
“?,,
,
i
i
三
一，?
1、
一、ii
、
ー
、‘
、
く
？

I
、ー
 
、
J，、
く
ー、
！
、j，、
，
,J
 

一
お
らほ
の
仲
間
つ
こ
 

一
 

一
 

ー
童
謡
を
歌
う
会
ー

一
 

一
 
お
 

マ
「
 
・
 
雄

の
練
習に
励
ん
でいま
一
 

一
 

ー
沼
 

か
（‘
、
姦
，
）
一た
，
 
駒
 
す
。
最
近
で
は
、
 
『童

一
 

一
森
 
二
「
 
鈎
「
競
「
緯
透
 

～
 

シ
片
 

，
 

1
・
 

”
 

I・
 

一
ー
ー
 

（
 

ジ
遥
湾
啓
ド
獲
ソ
ノ
猛
謡
を
歌わ
声
詳漏
一
 

一
小
山
内
ト
シ
エ
）
は
、
昔
歌
っ
た
 
の
痛
い
こ
と
と
言
え
ば
男
性
の
会
一

一
美
し
い
歌
 
『童
謡
』
を
通
し
て
子
 
員
が
見
事
に
一
人
も
い
な
い
と
い
一

一
供達
と
交
流
を
も
ち
、
 
『童
謡
』
 
う
こ
と
で
す
。
男
性
の
参
加
で
も

一

一
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
 
っ
と
い
ろ
ん
な
曲
に
挑
戦
で
き
る

一
れ
ば
と
四
年
前
に
始
め
ら
れ
ま
し
 

の
で
す
が
 

ー
た
o
 

老
若
男
女
に
か
か
わ
ら
ず
歌
が

（
 

一
 
当
初
か
ら
女
性
ば
か
り
三
十
人
 
好
き
な
方
、
私
達
と

一
緒
に
童
謡
一

一
だ
っ
た
会
員
も
今
で
は
八
十
五
人
 
を
歌
い
ま
せ
ん
か
。
 

一
 

一
に
ま
で
増
え
、
こ
の
間
辞
め
た
人
 

連
絡
 
小
山
内
 
ト
シ
エ
ー
 

ー
が

一
人
も
い
な
い
と
い
う
の
が
自
 

電
話
 
五
ニ
ー
三
六
六
三
一
 

か
り
．
 
一
 
ー
．
‘

ー
 
ー
 
く
】J
 

‘
 
ー
 
．一
 
一

一
 
．ー

ー
ーノ
・一」

 

今
喜
代
治
さ
ん
「ポ

ニ
ー
」
を
寄
贈
 

⑨ 広報かなき川川m川II 	 

(
 

'
 

”
り
 

1
1
 
1i！
 
・
 
 
！
 

‘
・
 
”
 

・
 
、
・
 

〈
 

一
 

”
 

離
 
、
ー
 

，
 

と
 
漫
で
す
。
 

一
 

ニ
 

練
習
は
、
中
央
公
民

一
 

一
 

に
（
一
h

『
議
難

力
睦一
 

一
 
船
 
〉

m
〔
 
声
を

片
手
に
ピ
ア
ノ
の意
 

ー
 

ョ
 

f

ー
 
ー
．
！
戸
 
山
 
に
合
わ
せ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ー
 

一
 

i
 

‘
・
‘・
 
・
 

R
 

ー
を
増
や
し
、
あ
し
の
一
 

一
 
童
 

か
イ
）
．

・
 叫
園
か
和
園
サ
に
一
 

ー
 
ィ

，
》一
 

、
 
気
 
ピ
ア
ホ
ー
ム
で
披
露
さ
一
 

一
 

ー
 

”
”
 
元
 」二

・t

、
：
、
・
ジ
‘
一

一
 

二
 

・
 
一
 
・
 
《
 
ー

‘I》
J
．「
ノ
 せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
 一
 

一
 
」
」
こノ
、
、
 

一
二
二
 
そ
の
他

に
も
要
望
が
あ
れ
ば
出
か
一
 

一
美
し
い
ハ

ー
モ
ニ

ー
 

ー
『
「
“
？
縄
ー

ー
フ
‘ー
ー
ー
フ
ー
 

と
 

(
 



にA一じん 

し
 

ゆ
ら
 

油

う
が

マ
 
ギ
 マ
 よ
ーっ
 

塩
ゴ
 
ネ
ゴ
 
し

と
塩
 

十
八
日
保
健
セ
ン
タ

ー
に
於
い
て
 

「胃

・
大
腸
癌
検
診
、
基
本
健
診
」
 

の
受
診
者
に
「

（
ル
シ
ー
朝
食
」
 

を
サ
ー
ビ

ス
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
受
診
し
た
約
百
名
は
、
 

お
も
わ
ぬ
朝
食
サ
ー
ビ

ス
に
 
「お

い
し
い
、お
か
わ
り
出
来
ま
す
か
」
 

の
声
が
飛
び
交
い
、
用
意
し

て
お

い
た
作
り
方
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を

持
ち
帰
る
主
婦
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
 

平
成
二
年
の
食
生
活
改
善
推
進

委
員
会
発
足
か
ら
今
年
で
四
年
、
 

青
山
会
長
さ
ん
は
、
「
こ
れ
を
機
会

に
、
も
っ
と
食
生
活
を
見
直
し

て

く
れ
れ
ば
」
 
と
話
して
い
ま
し
た
。
 

「
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ

ー
」
 
でお

な
じ
み
の
食
生
活
改
善
推
進
委
員
 

（
会
長
廿
青
山

ユ
ギ
）
の
皆
さ
ん

が
活
動
の

一
貫
と
し
て
、
十
月
一
一
 

胃
●大
腸
癌
検
診
と
基
本
健
診
に
 

ヘ
ル
シ
ー
朝
食
 

おかわりも次々と 
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喝予 J)cjcz o2rc3巨＆ 
くンつ 

今回は、食品16種類もとれて、 r 

383カロリー（ごはんを2杯食べ

ると160カロリープラスされま

す。）の『ヘルシー朝食』皆さん

もどうぞお試し下さい。。 

、ガ 
食生活改善推進貝の 

吉 田 ト キさん 

ノー ’イワシく7）みぞ‘れがけ 

材 半斗 （ 4 人分一） 

‘イ’フシ 	280 g 
I しょ うゆ 	り、サージ 2 

A ”邑i 	 小・サジ 2 
I しょ うが1十 	小→ナジ 2 
、”TフフIl田 	I易‘丁γ田に 

f メオ艮 	 200 g 
~青ねぎ（シロ） 1コトこ 

B ｛ レモン汁 	1/2イ固分・ 

I しょ うゆ 	メこ・サジ1/2 
& 濯i 	 小“ナジ 2 

イ乍り方 

(Dイワシは 3 枚におろし一Iコ大の

そ・きr切りにする。 

②ポールに、 しょ うゆ、 しょ うが

マ十、酒を江いど合ーせく①）をひたして

おく。 

（③（②）を‘堅く」，き取り、小麦粉をま

ぶして揚げI由一でこげ目がーて：’くイ立： 

に揚げる。 

④大根はすりおろし、青ねぎはみ

じん七刀りにする。 

（⑤ B を全音βI昆セ十て揚‘ヂた魚にカ、け

て食べる。 

．大豆粉ス、り亮人そジ十 

材 料 （ 4 入、分、） 

‘り）てプこ火柱t葉カ・あさーみ 50 g 
ノ」、I易 	 1枚 

」、のり 	 少zマ 

えどし汁 	 カッフ”2 
みそ 	 30 g 
大豆言分 	 大→ナジ4 
イ乍‘)方 

(D油揚げは 3 センチの線切りにし、 

‘ゆでプこ青野菜も 3・センチに切っ 

ーておく。 

②大豆粉を1分玉ができないように

さましたプごし1十でづ容し、ておく。 

（③）鍋に分量のノ：ごし 1十を入れ火にカ・ 

lナ油揚‘ずを入れ車至く煮立った月斤 
J、、みそを入れゴ容けたらI容いプこブに

豆”‘分を入れる。 フ‘フッとふいて： 

来たら火を止める。 

④おわんに、 ふ、のり と野菜を入れ一 

（③をかける。 

● き ゆ う‘Jく刀五Il未凌）え 

材 料（ 4 A分つ 

きけ,う り 	 2 本  

80 g 
少々 
大サジ2 
大サージ1 
大サジ1 
小→ナジ2 
少々 

こしょ う 	少々 

f乍‘J 方 

くDきゆう りは 2 mnlイ立の厚さの輪匂J 
りにし土益を」、ってしノくーなりさ・t士
る。 

(2）すり全本て了’コ‘ーマを半ずりにし、み

じん切りのネギ、 コ’z一I由、 しょ

う‘◇〕、 とうがらし、」盆、 こしょ

うを入れ了てよ く’昆セ子る。 

電×Dを軽く もみ、水’先し、をし 7トこ気． 

を切りし‘まる。 

④にんじんはいちょ う切りにし、 

lゆで、て水’先し、をし、 ぎるに上げ

水切りする。（1)（②×③をあえる。  

●牛乳かん天 

材 料（ 4 人分） 

カ・スー天クック 
	

1袋 
(4分カ、 Aー天1袋4g) 

350cc 
250 g 
60 g 

イ乍り方 

(D水350ccの 中にカ・ノ

を入れかきま・ぜな

ます。 

く②）2 分・イ立I弗騰させ・、 

！仁学Lを力ロえて、カユ

めます。 
③容器に流し、 固ゲ〕 

ます。 （フノレー、ソ

しく） 

少

少
 

々
 
々
 

乳
糖

水

牛
砂
 

ん天クック1袋
ぐがら煮i容かし 

分量‘7MiJ峰唐と

きまョど火を止二 

1令共っして食べ

等を添えて碑ミ 



正解者の中から抽選で3 名様に

素敵な記念品を差し上げます。ど

んどん応募して下さい。 

応募方法 

ハガキに住所、氏名、年齢、職

業、電話番号を記入のうえ 

①クイズの答②今月号のよかった

記事③つまらなかった記事〈④）ご意

見・ご感想を記入のうえ 

〒O37-O2 

金木町大字金木字朝日山323 

金木町役場企画室 

までご応募下さい。 

応募の締切は12月 5 日当日消印

有効。当選者の発表は12月号に掲

載します。 

10月号の答脱穀機（ハーベスター） 

当選者は次の1名です。 

金 木 米 塚 まりこ さん

たくさんのご応募、貴重なご意

見有難うございます。今回当選し

なかった方もこれにめげずどしど

しご応募ください。 に
、
、
‘
、

ミ
」
 

へ
 

患
者
さ
ん
か
ら
ク胸
が
苦
し
い
ガ

と
訴
え
ら
れ
た
時
程
、
頭
を
悩
ま

す
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
苦
し
い
と

言
う
も
の
が
あ
ま
り
に
も
主
観
的

な
も
の
で
あ
る
の
が

ー
つ
の
理
由

で
す
。
普
通
苦
し
い
と
言
え
ば
、
 

息
苦
し
く
感
じ
る
事

（
こ
れ
は
呼

吸
困
難
と
呼
ば
れ
る
も
の
）
で
す
 
 が

、
こ
れ
以
外
に
も
苦
し
く
思
え

る
事
が
多
く
あ
る
の
で
す
。
 

仕
事
を
し
た
り
階
段
を
昇
っ
た

り
し
た
時
に
胸
が
ギ
ュ
ッ
と
締
め

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
苦
し
か
っ
た

り
、食
後
横
に
な
っ
た
時
、
胸
が
熱

く
焼
け
る
よ
う
に
苦
し
か
っ
た
り
、
 

夜
間
床
に
入
っ
た
と
き
心
臓
の
拍
 
 動

が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
苦
し

か
っ
た
り
と
、
い
つ
も
の
生
活
の

上
で
普
段
と
異
な
る
感
覚
が
胸
に

感
じ
る
時
ク
苦
し
い
4
と
思
う
の

で
す
。
 

胸
に
は
皮
膚
、
皮
下
脂
肪
、
筋

肉
、
骨
、
心
臓
、
肺
、
食
道
、
胸

膜
、
胸
腺
、
血
管
、
神
経
、
リ
ン
 
 パ

管
等
い
ろ
い
ろ
な
臓
器
が
あ
り
、
 

そ
の
中
の
何
か
が
障
害
さ
れ
る
と

苦
し
く
な
り
ま
す
。
又
、
他
の
臓

器
の
疾
患
や
精
神
的
要
因
で
も
胸

が
苦
し
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
中
で
特
に
頻
度
の
多
い
疾
患

は
呼
吸
器
系
と
循
環
器
系
で
す
。
 

例
を
挙
げ
れ
ば
、
瑞
息
、
肺
炎
、
肺

結
核
、
肺
癌
、
狭
心
症
、
心
筋
梗

塞
、
心
不
全
等
、
数
か
ぎ
り
な
く

あ
り
ま
す
。
当
然
胸
が
苦
し
い
と

言
わ
れ
た
だ
け
で
こ
の
様
な
病
気

が
す
ぐ
に
診
断
で
き
る
わ
け
で
は

な
く
、
そ
の
他
の
症
状
の
有
無
な

ど
の
さ
ら
な
る
間
診
、
触
診
や
聴

診
な
ど
の
理
学
所
見
、
血
液
検
査
、
 

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
や
心
電
図

な
ど
の
他
の
検
査
を
総
合
し
て
診
 
 断

す
る
の
で
す
。
重
症
な
疾
患
の

場
合
は
、
注
射
や
点
滴
を
し
た
り
、
 

す
ぐ
入
院
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
も
あ
り
ま
す
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
病
院
や
診
療

所
を
受
診
し
な
け
れ
ば
、
病
気
を

見
つ
け
る
事
も
治
療
す
る
事
も
出

来
ま
せ
ん
。
胸
が
苦
し
か
っ
た
り

他
の
症
状
が
あ
る
時
、
健
康
診
断

で
高
血
圧
や
高
脂
血
症
、
糖
尿
病

等
を
指
摘
さ
れ
た
人
は
、
最
寄
り

の
医
療
機
関
を
早
め
に
受
診
す
る

よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
寒
さ
が

一
層
厳
し
く

な
る
季
節
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
病

気
が
発
症
し
た
り
悪
化
し
た
り
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も

お
体
を
大
切
に
。
 

 

つがる弁 

 

牙 イ ズ 
このクイズは若い人の知らない、 

聞いたことの無い津軽弁を楽しく

再発見してもらおうと問題にした

ものです。 

Q・ 「昔た1ボ、ジャリけんどだっ

たばって、今だばけんどいぐなっ

たでIボの」 を標準語に直して下さ 

叫
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伝 言 板 
く刃国けました 

金木郵便局内にて現金 6,950 円の落

ししものがありました。心当たりの方

は金木警察署落しもの係まで。 

0係から 

このコーナーを利用したい方は役場

企二画室まで’。 

はじめまして 
あや 	み 

絢 美ちゃん 

	

9 月28日生まれ 	体重 3,108 g 
喜良市下柏木町 

加藤俊也さんの長女 
元気に育って欲しい 

（母 由加里より） 

あっ 	し 

篤 史ちゃん 

	

9 月30日生まれ 	体重 3,732 g 
北 	新 	町 

安田 強さんの長男 
健康で明るい子に育って欲しい 

	

（母 	ゆかりより） 

' 

1」七鷲‘畿霧麟重 

か 議ノ豊 

一 	cv響拠胃計 

H農， J 	、1! 

l 
れい 	か 

拓 巳ちゃん 麗 嘉ちゃん 
I0月 3 日生まれ 	体重 3,640 g 10月 4 日生まれ 	体重 3, 270 g 

嘉 瀬新堤町 喜良市双葉町 
木下一雄寛さんの長男 今 正光さんの長女 

とにかく健康で元気であれば 素直で明るく育って欲しい 
（母 志穂子より〕 （母 かっ豆より） 

で
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ゆう 	と しよう 	と 

雄 登ちゃん 頒 斗ちゃん 
10月 8 日生まれ 	体重 3, 248 g 10月19日生まれ 	体重 2, 306 g 

嘉 瀬 車 町 沢 	部 
山中春行さんの長男 高松 満さんの長男 

元気でやさしい子に育ってネ 健康でおおらかに育って欲しい 
（母 	弘 恵よリ） （母 	紀 代よリ、 
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お
し
あ
わ
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に
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一
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弘
前
市
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山
中
恵
久
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（
一
幸
）
嘉
 
瀬
 

、
西
志
村
恭
仁
（
喜
吉
）
東
 京
 

「
白
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木
 

十
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届
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お
く
や
み
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓
口
に
届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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藤藤工伊前外藤下木 

元 田 藤藤田 崎 田 田 

金金川 金蒔金中金嘉 
木自 

木木倉木田木木木瀬 
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10月末現在 前年同月比 

男 6,022人 △ 62人 

女 6,646人 △ 72人 

計 12,668人 △ 134人 

世帯数 3,876 	3 

、 

ノ 


